
結論

・ミミズにおいても正の交替性転向反応が見られた

・交替性転向反応はFC間の距離を長くすると失われる
その距離は60cmと考える

・ミミズにおける交替性転向反応は、光からの逃避行動
である可能性が高い

目的 ミミズの交替性転向反応の有無と
その特徴について研究する

ミミズの飼育方法と交替性転向反応の研究

実験2 暗所での実験

はじめに

交替性転向反応は、生物が交互に曲がる反

応で、おもに節足動物に見られる。

交替性転向反応のメリットとして、交互に曲

がることによって行動範囲が広がることが挙

げられる。行動範囲の拡大により、餌や異性

と出会う確率が高まったり、外敵から逃れや

すくなったりする。

ミミズは環形動物で、手足、目などの器官

はない紐状の生物である。体表には視細胞が

あり、負の光走性や正の重力走性を持つ。体

表の剛毛という突起をスパイクとして体節を

収縮させ蠕動運動で移動する。

図8.暗所での実験の結果

＜結果＞

＜考察＞
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課題
ミミズの交替性転向反応が光

からの逃避行動であるか、刺激

を与え、自発的歩行と逃避的歩

行を比較する。連続した分岐に

対する行動についてFC間10cm

のT字迷路を繋ぎ合わせた迷路を

使用する。フェロモンの影響を

考慮し、毎回迷路を替える。

暗所では行動を止めてしまうことが多い
ミミズの交替性転向反応は光からの逃避行動

＜方法＞

迷路を黒い袋で覆う
空の水槽にタブレットを入れ上部に
アクリル板と迷路を置き録画する

＜方法＞

水槽
アクリル板

迷路

タブレット

8cm

16cm

はじめに強制的に左右どちらかに曲がらせるT字
迷路にミミズを入れ、観察する

図4.交替性転向反応の実験の結果

図5.迷路内でUターンし、二つ
折りになって停止したミミズ

正の反応が見られたが停止や逆走もある
→地中と異なる環境のため
本来の能力を損なっている可能性図3.作成した迷路

図2.一般に検証に用いられる迷路

＜結果＞

＜考察＞

実験1 ミミズの交替性転向反応

長さ
210mm
直径
6mm

図6.停止後白熱電球で出口へ誘
導されるミミズ
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5cm

正負

図7.実験装置(左)袋を被せた状態(右)

実験3 垂直での実験
スタンドで迷路を垂直に設置する＜方法＞

＜考察＞正の重力走性に反する→重力走性＜光走性

＜結果＞

図9.垂直に設置した迷路

撹拌棒

迷路

図1.交替性転向反応

実験4 FC間の長さを変えた実験

＜考察＞ミミズの交替性転向反応はFC間が長くなると失われ、その距離は約60ｃｍと考える

FC間5cm、10cm、15cm、
30cm、60cmの迷路を作成する
＜方法＞

図11.FC間5cm(左)FC間30cmの迷路(右)
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図12.FC間の長さを変えた交替性転向反応の実験の結果
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図10.垂直での実験の結果

半数が停止、逆走

５～30㎝：60％正の反応

60㎝：正、負
ともに40％
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図13.ミミズをスタート
地点へ運ぶ様子

強制点前で停止、逆走

3cm


